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論文の内容の要旨
　複素数体C上の〃次元解析空問をXとし，X上の正規孤立特異点を（々）と表す。渡辺公夫は正規孤立特異点
（灯）を調べるため，多重種数1δ　（伽）1刎∈Nを導入した。この多重種数を用いて正規孤立特異点を分類す
ることができる。特に，任意の自然数刎に対してδ　（々）＝1となる正規孤立特異点を純楕円型特異点と呼ば
れている。
　本論文では，非退化な多項式で定義された超曲面上において，原点が純楕円型特異点であるものを扱っている。
そのような多項式を特異点（五κ）の定義多項式と呼び，対応する特異点を超曲面純楕円型特異点とよぶ。複素η
次元超曲面純楕円型特異点は，石井志保子の結果により，その例外集合の混合ホッジ構造から（O，0ジ型，…，（O，κ
一1）一型のη通りに分類されている。
　複素2次元の場合，上記のことから，超曲面純楕円型特異点は2通りに分けられる。1つはカスプ特異点と呼
ばれる。（O，O）一型であり，もう1つは単純楕円型特異点と呼ばれる（O，ユ）一型である。複素3次元の場合，超
曲面純楕円型特異点は，（O，O）一型，（O，1）一型，単純K3特異点と呼ばれる（O，2）一型の3通りに分けられる。
　超曲面純楕円型特異点は，渡辺によるニュートン図形を使った特徴付けがある。それに基づくと，超曲面純楕
円型特異点を与える定義多項式の特徴は，ユークリッド空問内の図形の特徴として提え直すことができる。従っ
て，複素η次元超曲面純楕円型特異点の（O，s）一型（Oくsくη二1）を与える定義多項式のウエイト同値類を求
めることは，〃十1次元ユークリッド空問”斗ユの第一象限において（！，…，1）∈則十1を含む∫十1次元空間に注目
し，ウエイト同値関係の下で，ある条件を満たす∫十ユ次元空間をすべて求めることに対応する。
　本論文で，著者は，擬斉次多項式のウエイトを一般化したウエイト同値という新しい同値関係を導入した。こ
のウエイト同値関係を，複素2次元と複素3次元超曲面純楕円型特異点を与える定義多項式に応用して，以下の
結果を証明した：複素2次元超曲面純楕円型特異点を与える定義多項式のウエイト同値類は，（O，O）一型の場合，
（O，ユ）一型の場合ともに3個である。複素3次元超曲面純楕円型特異点を与える定義多項式のウエイト同値類は，
（O，O）苛peの場合は5個，（O，1）一サpeの場合は23個，（0，2）一帥eの場合は95個であることが証明されている。（O，2）
一型の場合は，既に得られていた95個の例が，正しくウエイト同値類の代表元であると見直すことができた。定
義多項式のウエイト同値類の代表元は具体的に表現されているので，逆に，この代表元をもとにして適当な係数
と高次の項を加えることにより，超曲面純楕円型特異点を与える定義多項式を再実現することができる。
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今後の問題としては，本論文で分類された主要部をもつ解析的変形族を具体的に書き下すことが求められる。
審査の結果の要旨
　本論文は，非退化という条件の下に，組み合わせ論的手法を用いて，複素3次元超曲面純楕円型特異点の（O，O）
一型，（O，1）一型，そして（O，2）一型における定義方程式の主要部を見出して，すべてを分類したものである。ま
た，それは（0，2）一型に関する従来の分類をも含むという点で極めて高く評価できる。2次元では，超曲面純楕
円型特異点はカスプ特異点であり，．単純楕円型特異点であることはこれまでにも明らかにされていた。複素3次
元超曲面純楕円型特異点の定義方程式の主要部を記述した本研究は，複素3次元純楕円型特異点の構造の解明に
多大な貢献をするものと強く期待される。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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